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研究成果の概要（和文）：フロイトの<死の欲動>理論については、主にはドイツ語圏における情動論の展開を追い、こ
れを、情動理論の系譜の中で､高度に抽象化され結晶化されたものとして位置づけた。さらには「無意識の発生」とい
う発生学的な観点の中でそもそもいかにして人類は「ポエジー」という次元を獲得し得たかという問題設定のもと、改
めて情動について考察し、これを「ポエジーの成立」という現象から捕らえ直した。これらを総括する仕方で、文学作
品をそれが生まれた時代の「ドキュメント」として捉え、『「妻殺し」の夢を見る夫たち』(2013)として出版した。

研究成果の概要（英文）：Concerning the theory of Freud <death drive>, this study put it into the genealogy
 of Affekt-theory before and after Freud, mainly in German-speaking and reference the French-speaking psyc
hoanalytic school. I followed the deployment of emotion-theory. By Freud the thought of Affekt has been cr
ystallized at the highest level of abstraction. From the embryological point of "the occurrence of unconsc
ious", I considered the development of Affekt- theory further. On the other hand, based on the thought tha
t captured the era in which it was born literary works as "document" of the human emotions very realistic 
according to the human sense of each era and world that are portrayed in there, I published a book "dream 
husbands of 'killing wife'"  (2013).   
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１．研究開始当初の背景 
 フロイトの精神分析理論を西欧の思想史的
文脈の中で捉え直そうとする試みについて
は、先行するものに H. F. Ellenberger の The 
Discovery of the Unconscious (1970) があるが、
これは力動精神医学の立場から、生体磁気説
の系譜の中でフロイトの精神分析理論を位
置づけるものだった。「無意識の発見」とい
う鍵語はこの後、精神分析理論の思想史的研
究へと引き継がれたが、ヒステリー研究以前
のフロイトの思索を充分顧慮したものとは
言えなかった。１９９０年代以降、神経画像
を用いた脳機能研究が飛躍的に進歩する中
で、フロイトの神経学的研究について見直し
の気運が高まる一方で、二十世紀後半の心理
学の傾向についてはこれが「生物学なき心理
学」であり、心のコンピューター・モデルが、
心における生物学の決定的役割を無視して
いるという批判も起こってきた(Gerald M. 
Edelman: Bright Air, Brilliant Fire, on the 
Matter of the Mind (1992))。こうした中で、
本研究は、ヒステリー研究以前のフロイトの
神経学的功績に着目しつつ、これを再評価す
るところから出発した。 
 
２．研究の目的 
 フロイトの最初の著作である神経学的論
考『失語症の理解にむけて』(1891)は、当時
の技術の限界に直面して、精神分析へと舵を
切る分岐点となったという見方があるが、し
かしフロイトは、技術的限界のためだけに、
神経科学から離れていったのではないこと
は、フロイトの失語症研究が、全面的な局在
論を否定していることからも充分うかがえ
る。失語症についての研究はフロイトをして、
そもそも人間はいかにして言語を得たのか、
言語を駆使すると言うことはどういうこと
なのかについて考察を深めていく中で、言語
分析へと舵を切っていったのである。ル・ド
ゥーの研究(J. Le Doux: The Emotional Brain—
The Mysterious Underpinnings of Emotional 
Life (1996))は、フロイトの失語症研究以後 100
年間の神経科学の進化を踏まえて<情動の脳
科学>を提唱するものといえる。こうした状
況を踏まえて、本研究は、＜死の欲動理論＞
の射程の可能性を改めて検証しようとする
ものである。 
 
３．研究の方法 
 ロンドンのフロイト博物館附属の文書館
などにおける資料収集と平行して、収集した
文献に基づいて作業仮説を検討した。その基
礎となるのは、1994 年ダマシオによって提唱
されたソマティック・マーカー仮説である。
フロイトの失語研究の論理的基盤となった
のは解剖学的知見に基づいた、脳内における
身体表象のメカニズムに関するフロイト独
自の考察であったが、いかにして脳内に身体
表象が形成されるかが重要であるのは、身体
の統一感を構成する能力が、自己構造のあり

方に深く関わると見なされているからであ
る。脳内における身体表象については、今日、
島（とう）という脳の部位が担う役割とされ
るが、この部位は、生体のリズムを刻む機能
ゆえに「時間の知覚の起源」となっていると
主張されている(A. D. Craig: How do you 
feel--now? The anterior insula and human 
awareness. 2009)。身体表象のメカニズムと時
間の知覚の起源との相関についての考察に
基づいて、脳内における自己構造の把握のた
めの仮説を模索した。 
 
４．研究成果 
 機能論だけではヒステリー症状が何故起
こるのかは説明できないのと同様に、精神
物理学における力動的世界観によっては、
主体が見ている風景に何故焦点化が生じる
かまでは説明できない。既に申請者は、コ
ンディヤックに始まる言語起源論争からフ
ロイトの失語研究に至るまでの思想史的、
神経学的系譜を明らかにしたが（『フロイ
トという症例』松籟社、2011 年）、デリダ
は、焦点化の起こり方を「欲望」から説明
した最初の論考としてコンディヤックの
『人間認識起源論』(1746)を紹介している
(Precede de L' archeologie du frivole. 1973)。こ
うした点を踏まえつつ、改めてゲーテの自
然研究､とりわけ形態学の構想に着想を得
て、ドイツ・ロマン派に大きな影響を与え
たとされるダニエル・シューベルトの論考
を手がかりにしつつ、情動理論の系譜を文
献学的に検証したのが「無意識の発生」（中
村、2013）であり、”Die Ethologie des "Affekts" 
--- Von Spinoza bis Freud”, (Nakamura, 2013)で
ある。 
 フロイトは、生物学的知見からすれば有
機体は、「進化」を望んで受け入れたとは
言えず、環境からの刺激に対応する中で否
応なく進化を遂げながらも、原状復帰を目
指すのだと考えた（『快感原理の彼岸』
(1920)）。そこから構想される自我と無意
識とエスの関係図（『自我とエス』(1923)、
左図）は、マイネルトが構想した脳構造を
モデルにしている。生体は、外界に接した
表面を外界に応じて変形させそこに自我を
形成しながら、その奥底には徹底した原状
復帰を目指す衝動、即ち＜死の欲動＞を宿
している。しかしその生体は、幾層もの階
層構造を成しており、また身体自体が、い
くつものシステムの組み合わせによって構
成されるものである。ダマシオによれば情
動とは脳内にモニターされマッピングされ
た身体反応にほかならない。この反応が、
原因となった対象と共に表象されたときに
感情が体験されるのである。 
 既に感情は、動物が進化史の過程で、水
中から陸上に進出したことに伴って発達し
たと見なされている（Cabanac, 1999; 
Cabanac, Cabanac, & Parent, 2009, 大平、
2010b）。そのような感情の重要な機能のひ



とつは、複雑で多次元的な情報を低次元化
することで単純化し、迅速な意思決定を可
能にすると共に行動を制御することである
（Damasio, 1994）。つまり感情やそれに伴
う身体的反応は、葛藤が大きく選択が困難
な状況下において、我々の自覚的理知的判
断に先立って、一つの選択へと我々を促す
働きがあるのである。 
 こうしたソマティック・マーカー説を批
判的に継承しつつ、なぜ身体は、意思決定
に影響しなくてはならないのかと、逆に問
い返すことによって、ソマティック・マー
カー仮説を補完する問題点が浮かび上がっ
てくる。身体的反応は、意思決定に際して
働く功利的計算に、「ノイズ」を持ち込む。
それによって、よい選択肢と悪い選択肢と
を判断する基準を複層化し、選択の結果の
見込みの中に、広い射程を取り込むことが
できるようにするのである（大平(5)、2014）。 
 そもそも身体的反応は、意思決定とは無
関連な要因によっても生じうるのであり、
意思決定に関連した反応とそうでない反応
とを弁別する機能が、身体内部に必要とな
る。そこから、「内受容感覚」という指標を
導入し、内受容感覚を用いた意思決定の自
己主体感のメカニズムについて考察を深め
たのが、論考「島の機能と自己感」である
（大平(4)、2014）。逆に、意思決定に関連
するが、外的にはすぐにそれが形にあらわ
れない場合、たとえば頭の中で考えただけ
で、すぐには行動を伴わない意思決定の場
合、それを決めたのは自分なのだという実
感を持ちうるためには、行動レベルにはあ
らわれない形で、自己主体感が必要となる。
その点においても内受容感覚の機能が重要
性を持ってくるのだが、内受容感覚は、行
動を伴わない意思決定に際しても、自己主
体感を作り出す基盤となっているのである。
この点からも、意思決定において身体的反
応は、やはり影響を与えているのであり、
それが自己主体感、自己統一感と結びつく
ものであるため、脳内における身体表象の
あり方は決定的に重要なのである。 
 脳内における身体表象は、島という部位
において担われており、そこではいわば「身
体的現在」(Craig, 2009)が表象されている
が、この同じ部位が、時間知覚の起源(Craig, 
2009)と見なされていることから、自己の
過去、現在、未来を表象しうるという機能
との関連において、島の機能は、改めて重
要性を帯びてくる。これらについては、「感
情・身体・意思決定」（大平、2014，『心理
学評論』Vol.57, No.1. 印刷中）において明
らかにした。 
 こうした神経科学における知見に基づい
て、これらを参照しつつ、文学作品はそれ
が生まれた時代の人間観、世界観、また感
情の抱き方自覚の仕方、処理の仕方などを
優れて表現したドキュメントであると捉え、
ドイツ・ロマン派以降の文学作品を論じた

のが『「妻殺し」の夢を見る夫たち——ドイ
ツ・ロマン派以降の<死の欲動>の生態学』
（2013）である。また、フロイトの情動理
論を､抽象化という精神性の進化のプロセ
スとして捉えてフロイトの記憶論（「潜伏理
論」と関連づけて論じたのが「物語と虚構
——フロイトのモーセ論」（中村、2013、2014）
である。 
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